
第
五
十
二
回

そ
れ
ら
の
産
業
に
従
事
し
た
職
人
や
商
人
た
ち
は
、
や

が
て
全
国
に
行
商
に
出
か
け
て
日
野
商
人
、
近
江
商
人
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

秀
吉
の
天
下
獲
り
に
貢
献
し
「
栄
転
」

松
坂
商
人
を
生
み
育
て
る

さ
て
秀
吉
が
明
智
を
討
っ
た
後
、
氏
郷
は
秀
吉
に
臣

従
。
秀
吉
が
柴
田
勝
家
と
戦
っ
た
賤
ケ
岳
の
戦
い
、
続
い

て
徳
川
家
康
と
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
な
ど
に
参
陣

し
、
秀
吉
の
天
下
獲
り
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

そ
の
功
績
に
よ
り
一
五
八
四
年
、
秀
吉
か
ら
伊
勢
・

松
ヶ
島
十
二
万
石
を
与
え
ら
れ
る
。
日
野
時
代
の
推
定
六

万
石
か
ら
倍
増
で
、
大
出
世
だ
。

し
か
し
そ
こ
に
は
秀
吉
の
深
謀
遠
慮
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

表
向
き
は
大
幅
加
増
し
な
が
ら
も
、
氏
郷
を
警
戒
し
、
本

拠
地
か
ら
切
り
離
し
て
力
を
つ
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

狙
い
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
秀
吉
が
得
意
と
し
た

「
大
名
の
鉢
植
え
」（
植
木
を
別
の
鉢
に
移
し
変
え
る
）

で
、
そ
の
手
始
め
が
氏
郷
へ
の
人
事
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
信
長
は
越
前
の
朝
倉
氏
や
北
近
江
の
浅
井
氏

を
攻
め
、
伊
勢
長
島
の
一
向
一
揆
、
さ
ら
に
武
田
氏
と
の

長
篠
合
戦
な
ど
重
要
な
戦
い
が
続
く
が
、
氏
郷
は
先
頭
に

立
っ
て
敵
陣
に
切
り
込
み
、
数
多
く
の
武
功
を
挙
げ
た
。

と
こ
ろ
が
氏
郷
二
十
七
歳
の
一
五
八
二
年
、
本
能
寺
の

変
で
信
長
が
横
死
す
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
氏
郷
は
、
明
智

光
秀
軍
が
安
土
城
を
制
圧
す
る
前
に
い
ち
早
く
信
長
の
妻

子
ら
を
保
護
し
自
分
の
日
野
城
に
匿
っ
た
。
直
後
に
は
明

智
軍
が
近
江
の
主
要
地
の
ほ
と
ん
ど
を
制
圧
し
た
中
に

あ
っ
て
、
見
事
な
危
機
対
応
だ
っ
た
。

光
秀
が
山
崎
の
戦
い
で
秀
吉
に
討
た
れ
る
と
、
氏
郷
は

日
野
城
下
の
安
定
を
取
り
戻
す
た
め
、
特
権
を
持
つ
商
人

の
座
の
否
定
や
町
屋
の
地
代
免
除
な
ど
の
掟
書
を
発
令
し

た
。
こ
の
内
容
は
、
信
長
が
生
前
に
安
土
で
発
し
た
掟
書

に
よ
く
似
て
い
る
。
岐
阜
や
安
土
で
信
長
が
楽
市
・
楽
座

や
規
制
緩
和
な
ど
構
造
改
革
を
進
め
た
様
子
を
、
氏
郷
は

間
近
で
学
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
政
策
を
継
承
し
て
日
野

城
下
で
楽
市
・
楽
座
を
開
く
と
と
も
に
、
鍛
冶
、
漆
塗

り
、
医
薬
品
な
ど
の
商
工
業
を
発
達
さ
せ
た
。

信
長
の
薫
陶
を
受
け
経
済
改
革
を
学
ぶ

本
拠
地
の
近
江
日
野
で
楽
市
・
楽
座

織
田
信
長
の
死
後
に
天
下
を
獲
っ
た
の
は
豊
臣
秀
吉
だ

が
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
信
長
の
先
進
的
な
経
済
政
策

を
受
け
継
い
だ
の
は
蒲
生
氏
郷
だ
っ
た
。
現
在
で
の
知
名

度
は
そ
う
高
く
な
い
が
、
そ
の
足
跡
は
今
日
ま
で
残
っ
て

い
る
。

氏
郷
は
一
五
五
六
年
、
近
江
南
部
を
支
配
し
て
い
た
六

角
氏
の
重
臣
、
蒲
生
賢
秀
の
三
男
と
し
て
、
近
江
国
日
野

（
現
・
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
で
生
ま
れ
た
。
氏
郷
十

三
歳
の
時
、
六
角
氏
が
信
長
に
攻
め
ら
れ
没
落
。
蒲
生
父

子
は
信
長
に
降
伏
し
て
、
氏
郷
は
そ
の
証
と
し
て
信
長
の

岐
阜
城
に
人
質
と
し
て
差
し
出
さ
れ
た
。

だ
が
信
長
は
氏
郷
を
「
只
者
で
は
な
い
」
と
見
込
ん
で

近
侍
さ
せ
、
か
わ
い
が
っ
た
と
い
う
。
氏
郷
が
十
四
歳
で

元
服
し
た
際
、
信
長
が
烏
帽
子
親
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、

次
女
と
結
婚
さ
せ
た
ほ
ど
だ
。
信
長
の
娘
婿
と
な
り
、
日

野
へ
の
帰
国
を
許
さ
れ
た
。

岡
田
晃

大
阪
経
済
大
学
特
命
教
授
・

経
済
評
論
家

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営

近
江
・
松
坂
・
会
津
で
信
長
の
経
済
改
革
を
継
承
し
た
蒲が

も

生う

氏う
じ

郷さ
と
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岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）

一
九
七
一
年
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
）」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ｎ
Ｙ
支

局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
二
〇
〇
六
年

か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
、
同
特
別
招
聘
教
授
を
経
て
、
二
〇
二
五

年
に
同
特
命
教
授
。

後
に
は
九
十
二
万
石
ま
で
増
加
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
豊

臣
政
権
で
は
、
徳
川
、
毛
利
に
次
ぐ
大
大
名
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
氏
郷
の
業
績
を
た
ど
る
と
、
本
能
寺
の
変

の
直
後
に
蒲
生
家
の
当
主
と
な
っ
て
か
ら
日
野
で
二
年
、

松
坂
六
年
、
会
津
五
年
と
、
い
ず
れ
も
短
期
間
で
こ
れ
ほ

ど
の
成
果
を
上
げ
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
や
は
り

「
只
者
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
残
念
な
が
ら
、
氏
郷
は
一
五
九
五
年
に
四
十
歳
で

亡
く
な
っ
た
。
後
を
継
い
だ
息
子
も
二
人
の
孫
も
相
次
い

で
若
く
し
て
亡
く
な
り
、
一
六
三
四
年
に
蒲
生
家
は
断
絶

し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
会
津
は
幕
末
に
至
る
ま
で
東
北
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
氏
郷
の
生
涯
か
ら
は
、
現
代
に
通
じ
る
二

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。

第
一
は
、
人
事
異
動
だ
。
氏
郷
は
異
動
の
た
び
に
、
新

し
い
土
地
の
経
済
基
盤
や
人
材
を
活
か
し
つ
つ
、
い
わ
ば

親
会
社
や
前
の
職
場
か
ら
人
や
技
術
も
導
入
し
融
合
さ
せ

る
こ
と
で
業
績
拡
大
に
成
功
し
た
。
異
動
を
自
ら
の
成
長

の
契
機
に
し
た
の
だ
っ
た
。
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

に
と
っ
て
、
一
つ
の
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
。

第
二
は
、
企
業
経
営
の
観
点
だ
。
社
内
の
ど
こ
に
成
長

の
種
が
あ
る
か
を
把
握
し
、
そ
こ
に
人
材
や
技
術
な
ど
経

営
資
源
を
投
入
し
、
適
切
な
人
事
配
置
を
行
う
。
こ
う
し

た
成
長
戦
略
と
経
営
の
構
造
改
革
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

下
に
置
く
と
、
氏
郷
に
陸
奥
・
会
津
へ
の
異
動
を
命
じ

た
。
石
高
は
四
十
二
万
石
と
、
こ
れ
ま
た
大
幅
加
増
。
だ

が
今
度
は
遠
隔
地
へ
の
転
勤
で
、
二
度
目
の
「
鉢
植
え
」

で
あ
る
。

そ
れ
に
、
会
津
は
伊
達
政
宗
の
本
拠
地
だ
っ
た
が
、
小

田
原
参
陣
の
遅
れ
を
理
由
に
秀
吉
が
没
収
し
た
も
の
だ
。

政
宗
は
秀
吉
に
臣
従
し
た
も
の
の
、
会
津
領
内
の
一
揆
を

陰
で
扇
動
す
る
な
ど
、
な
お
警
戒
す
べ
き
相
手
だ
っ
た
。

領
内
に
は
い
ま
だ
政
宗
に
心
寄
せ
る
者
も
少
な
く
な
か
っ

た
の
だ
。

氏
郷
の
立
場
は
、
現
代
で
言
う
な
ら
大
企
業
が
半
ば
強

引
に
Ｍ
＆
Ａ
で
傘
下
に
収
め
た
企
業
の
ト
ッ
プ
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
。
社
内
に
は
新
し
い
親
会
社
へ

の
反
発
も
根
強
く
残
っ
て
い
て
、
経
営
に
苦
労
す
る
と

い
っ
た
事
例
は
少
な
く
な
い
。

会
津
の
産
業
発
展
、
東
北
の
中
心
地
に

技
術
を
導
入
、
人
材
を
育
て
る

だ
が
氏
郷
は
、
こ
こ
で
も
本
領
を
発
揮
す
る
。
既
存
の

黒
川
城
を
大
改
修
し
て
、
五
層
（
七
層
と
も
）
の
壮
大
な

天
守
を
築
き
、
名
前
も
鶴
ヶ
城
に
改
称
し
た
。
築
城
に
当

た
っ
て
は
近
江
の
築
城
集
団
・
穴あ

の
う太
衆し

ゅ
う

を
招
き
、
本
格
的

な
石
垣
や
濠
を
備
え
た
近
世
城
郭
を
作
り
上
げ
た
。
こ
の

よ
う
な
大
規
模
な
城
は
東
日
本
で
は
初
め
て
だ
っ
た
。

並
行
し
て
城
下
町
を
抜
本
的
に
整
備
し
、
町
の
名
も
黒

川
か
ら
若
松
に
変
え
た
。
や
は
り
楽
市
・
楽
座
を
開
き
、

商
工
業
を
振
興
さ
せ
た
。
日
野
や
松
坂
か
ら
も
商
人
を
呼

び
寄
せ
た
。
日
野
か
ら
招
い
た
漆
器
職
人
に
よ
っ
て
「
会

津
塗
」
が
作
ら
れ
、
会
津
の
特
産
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
会
津
の
経
済
は
発
展
、
氏
郷
の
石
高
も
数
年

だ
が
氏
郷
は
新
天
地
の
伊
勢
で
も
信
長
の
政
策
を
継
承

し
、
力
を
発
揮
し
て
い
く
。

松
ヶ
島
城
は
現
在
の
三
重
県
松
阪
市
の
海
岸
近
く
に

あ
っ
た
が
手
狭
だ
っ
た
た
め
、
約
四
キ
ロ
南
の
内
陸
部
に

新
し
い
城
を
築
き
、
城
下
町
の
整
備
を
進
め
た
。
伊
勢
街

道
を
城
下
に
引
き
込
ん
で
人
と
物
資
の
往
来
を
活
発
化
さ

せ
、
町
割
を
し
て
商
人
や
職
人
を
住
ま
わ
せ
た
。
日
野
時

代
と
同
様
に
楽
市
・
楽
座
を
開
き
、
日
野
か
ら
も
商
人
を

呼
び
寄
せ
た
。
同
時
に
、
地
名
を
松
坂
に
変
え
、
新
し
い

城
も
松
坂
城
と
名
づ
け
た
。

も
と
も
と
松
坂
周
辺
は
商
業
が
盛
ん
で
、
木
綿
や
茶
な

ど
地
場
産
業
も
発
達
し
て
い
た
。
そ
こ
に
氏
郷
の
政
策
に

よ
っ
て
経
済
基
盤
が
よ
り
強
化
さ
れ
、
後
に
松
坂
商
人
の

名
が
全
国
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
る
。
氏
郷
は
松
坂
商
人

の
生
み
の
親
、
育
て
の
親
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

だ
が
松
坂
入
り
か
ら
六
年
後
の
一
五
九
〇
年
、
秀
吉
は

小
田
原
攻
め
で
北
条
氏
を
滅
ぼ
し
関
東
・
東
北
ま
で
支
配

人事異動

成長の契機
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